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風来望4号機建設着 と々
　10 月 23 日（水）夕陽ケ丘ウインドファーム「風来

望」４号機に繊維強化プラスチック（FRP）製のブレ

ードを取り付ける作業が行われた。

　ブレードは１枚 40 メートル、３枚の羽根の直径は

82 メートルにもなり、78 メートルの高さにあるタワ

ーへ大型クレーンにより２時間ほどかけて取り付けら

れた。今後は、電気系統の工事や試験運転を経て来年

１月の運転開始に向けて作業が進められる。

■シリーズ苫前商業高等学校ほか･･･２
■交通安全協会設立50周年記念式典ほか･･･３
■スマイルウィンド事業ほか･･･４
■各学校・学芸会ほか･･･５
■町役場の機構改革･･･６～７
■健康ばんざい･･･８
■地域包括ケアだより･･･９
■後期高齢者医療ガイド･･･10
■国民年金･･･11
■学びの広場･･･12
■住まいる情報･･･13～15
■議会だよりNo.117･･･16～23
■中学生ギャラリー･･･24
まちの人口
人　口／3,059人（男／1,453人：女／1,606人）
世帯数／1,520世帯 （10月31日現在）

URL:http://www.town.tomamae.lg.jp



「歴史的建造物に触れた見学旅行」

苫前町のスマート農業 ～デモンストレーション～
　

９
月
20
日
（
金
）
苫
前
町
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
（
会

長
・
福
士
町
長
）
主
催
で
自
動

操
舵
ト
ラ
ク
タ
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
九
重
地
区
の
ほ

場
で
行
わ
れ
た
。

　

町
で
は
高
齢
化
や
労
働
力
不

足
な
ど
の
解
決
策
と
し
て
持
続

可
能
な
農
業
技
術
体
系
の
確
立

を
め
ざ
し
、
官
民
一
体
に
よ
る

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
を
獲
得
し
、
農
業
で
は
道
内

初
と
な
る
「
マ
ル
チ
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

方
式
」
の
採
用
で
、
高
精
度
の

自
己
位
置
推
定
に
よ
り
ト
ラ
ク

タ
の
自
動
操
舵
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

福
士
町
長
も
自
動
操
舵
の
ト

ラ
ク
タ
に
試
乗
し
「
労
働
力
不

足
の
解
消
だ
け
で
は
な
く
新
規

就
農
者
な
ど
将
来
に
わ
た
っ
た

持
続
可
能
な
農
業
に
期
待
で
き

る
」
と
語
っ
た
。

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校

　10月６日から９日の３泊４日で奈良・京都・東京に生徒９名と先生３名で見学旅行に行って来ました。
　事前準備では、それぞれ行きたい場所やディズニーランドのアトラクション、歴史的建造物について調べ
たり、自主研修のグループで自分達が行く場所や交通手段、見学、移動時間を考えたりしました。
　初めての関西は、外国からの観光客も多く、気温も10月なのに暑いということが第一印象でした。山や畑
が少なくビルが多い、電車の本数など、地元とは違うところが多数ありました。
　奈良では、ガイドさんと東大寺や春日大社などの歴史的建造物を見たり、若草山を歩き鹿にせんべいをあ
げたりしました。京都では、三つのグループに分かれて自主研修で、金閣寺や伏見稲荷、竹林などに行きま
した。また、夜には京都タワーに上って京都の夜景を楽しみました。
　東京では、ディズニーランドと、４日目の午前にグループに分か
れて秋葉原や新大久保に行き、ハチ公像を見たりしました。
　旅行の四日間とも天気が悪くなることもなく、台風にも当たらず
に帰って来て、最後までみんなで楽しく過ごせたので良かったです。
　苫前商業高校は、生徒の人数が少ない分、自主研修で自分の意見
が通り計画・企画ができ、みんなと仲良く楽しく見学することがで
きるので、とてもよい思い出になります。

北海道苫前商業高等学校　３年　　林　　　優　汰　

子どもたちも一緒に植樹祭 ～小川地区で初めて～
　

９
月
30
日
（
月
）
苫
前
町
植

樹
祭
が
小
川
地
区
で
行
わ
れ
、

古
丹
別
保
育
所
、
認
定
苫
前
こ

ど
も
園
園
児
、
関
係
者
ら
約
50

人
が
参
加
し
た
。

　

小
川
地
区
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
跡
地
へ
の
植
樹
が
小
川
町
内

会
か
ら
要
望
も
あ
り
植
樹
地
に

決
ま
っ
た
。

　

福
士
町
長
は
「
令
和
最
初
の

植
樹
祭
、
地
球
環
境
の
変
化
に

よ
り
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

る
、
今
日
の
植
樹
で
10
年
20
年

後
の
緑
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う

願
い
を
込
め
植
え
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

80
セ
ン
チ
ほ
ど
の
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
苗
木
30
本
が
植
え
ら

れ
、
最
後
に
記
念
の
標
柱
を
福

士
町
長
と
園
児
に
よ
り
建
て
ら

れ
た
。

令和元年度苫前町防災訓練 ～苫前３丁目線を活用して～
　

９
月
28
日
（
土
）
苫
前
町
防

災
訓
練
が
港
町
内
会
な
ど
の
下

町
地
区
を
対
象
に
実
施
さ
れ

た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
６

の
巨
大
地
震
が
発
生
、
震
度
６

強
を
記
録
し
気
象
台
か
ら
大
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の
想

定
。

　

防
災
無
線
か
ら
の
訓
練
開
始

の
放
送
で
住
民
ら
は
港
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
へ
集
ま
り
、
防
災

に
つ
い
て
の
講
話
や
救
命
講
習

の
あ
と
、
昨
年
12
月
に
完
成
し

た
町
道
苫
前
３
丁
目
線
の
シ
ェ

ル
タ
ー
を
活
用
し
た
避
難
訓
練

を
行
っ
た
。
参
加
者
た
ち
は
、

傾
斜
路
を
歩
い
た
り
、
車
い
す

使
用
者
へ
の
支
援
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取

り
入
れ
た
避
難
な
ど
を
体
験
し

た
。

　

福
士
町
長
は
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
、
警

察
、
住
民
１
人
１
人
が
密
接
に

連
携
し
て
い
く
事
が
大
事
」
と

呼
び
か
け
た
。
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苫前町交通安全協会設立 50 周年記念式典
　

10
月
５
日
（
土
）
苫
前

町
交
通
安
全
協
会
（
千
葉

國
雄
会
長
）
の
設
立
50
周

年
記
念
式
典
が
と
ま
ま
え

温
泉
ふ
わ
っ
と
で
行
わ
れ

た
。

　

昭
和
44
年
に
発
足
し
て

以
来
、
交
通
安
全
運
動
へ

参
加
し
街
頭
啓
発
や
新
入

学
児
童
な
ど
へ
交
通
安
全

啓
発
資
材
の
贈
呈
な
ど
各

種
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

式
典
で
は
、
平
成
16
年

か
ら
長
年
に
わ
た
り
会
長

を
務
め
る
千
葉
会
長
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
福
士

町
長
を
は
じ
め
来
賓
か
ら

の
祝
辞
、
羽
幌
警
察
署
の

藤
原
地
域
交
通
課
長
が
「
交

通
事
故
防
止
に
つ
い
て
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。

苫前町産カボチャのデザート今年は 4 種類
　

10
月
８
日
（
火
）
役
場
町

長
室
に
株
式
会
社
セ
コ
マ
の

製
造
元
で
株
式
会
社
ダ
イ
マ

ル
乳
品
の
寺
田
寿
哉
代
表
取

締
役
や
苫
前
町
農
業
協
同
組

合
の
松
原
幸
博
代
表
理
事
組

合
長
が
新
商
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め

表
敬
訪
問
し
た
。

　

セ
コ
マ
で
は
、
苫
前
町
農

業
協
同
組
合
の
協
力
に
よ
り

規
格
外
品
と
な
っ
た
苫
前
町

産
カ
ボ
チ
ャ
を
使
用
し
、
昨

年
も
販
売
の
カ
ボ
チ
ャ
ソ
フ

ト
の
ほ
か
、
今
年
は
、

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
プ
リ

ン
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
加
え
４

種
類
と
な
っ
た
。

　

生
産
物
を
地
元
で
消
費
、

活
用
し
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
産
消
協
働
の
推
進
や

食
品
の
廃
棄
ロ
ス
削
減
の
取

り
組
み
が
生
産
者
の
想
い
と

重
な
り
今
年
も
実
現
し
た
。

第 39 回苫前町読書感想文コンクールの入賞者決定
　

第
39
回
苫
前
町
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
審
査
の
結

果
、
決
定
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
公
民
館
で
の
表
彰
式

は
行
わ
ず
、
各
学
校
で
入
賞
者
へ
賞

状
の
授
与
と
な
っ
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

第３９回苫前町読書感想文コンクール入賞作品一覧
部門 区分 学校 学年 氏　　名 部門 区分 学校 学年 氏　　名
小
学
1
年
生

最 優 秀 賞 古小 1年 瀬川　莉愛 小
学
５
・
６
年
生

最 優 秀 賞 苫小 5年 大田　蒼輔
優 秀 賞 苫小 1年 古川　愛佳 優 秀 賞 苫小 6年 岩崎　志音
佳 作 古小 1年 鴨田　望美 佳 作 苫小 6年 島田　航大

小
学
2
年
生

最 優 秀 賞 苫小 2年 福﨑あかり 佳 作 苫小 5年 小林　仁子
優 秀 賞 古小 2年 渡邊　開惺 中　

学　

生

最 優 秀 賞 古中 2年 宮本　瑞妃
佳 作 苫小 2年 名畑　希唯 優 秀 賞 苫中 3年 下田ひより

小
学
３
・
４
年
生

最 優 秀 賞 古小 3年 宇佐美旬平 佳 作 古中 2年 清水のどか
優 秀 賞 苫小 4年 三上　望愛 佳 作 苫中 3年 小笠原新菜
佳 作 古小 4年 秋山　美実 高　

校　

生

最 優 秀 賞 苫商 3年 金子　ゆい
佳 作 古小 4年 平井　伶旺 優 秀 賞 苫商 2年 前田美奈実

佳 作 苫商 1年 渡邉　紗子
佳 作 苫商 2年 村上　海斗

サ ン ケ ベ ツ 遊 々 の 森 を 散 策
　

10
月
17
日
（
木
）
苫
前
小
学

校
（
本
間
博
樹
校
長
）
１
・
２

年
生
20
人
、
10
月
24
日
（
木
）

古
丹
別
小
学
校
（
石
田
正
樹
校

長
）
１
年
生
９
人
が
学
社
融
合

事
業
「
野
山
探
検
」
を
サ
ン
ケ

ベ
ツ
遊
々
の
森
で
実
施
し
た
。

　

講
師
は
留
萌
南
部
森
林
管
理

署
の
職
員
で
、
散
策
中
に
は
ダ

ケ
カ
ン
バ
、
イ
タ
ド
リ
、
ト
ド

マ
ツ
な
ど
樹
木
や
鹿
の
足
跡
の

説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
胃
薬
に

な
る
と
い
う
キ
ハ
ダ
を
試
食
し

た
り
し
た
。

　

児
童
ら
は
キ
ハ
ダ
が
と
て
も

苦
か
っ
た
り
、
ど
ん
ぐ
り
や
イ

チ
ョ
ウ
の
葉
な
ど
を
集
め
た
他

き
の
こ
を
発
見
し
て
観
察
し
て

い
た
。

　

苫
前
小
学
校
で
は
散
策
の

後
、
森
で
拾
っ
た
落
ち
葉
な
ど

を
材
料
に
万
華
鏡
づ
く
り
も
行

わ
れ
た
。

苫前小学校・古丹別小学校で稲刈り
　

10
月
18
日
（
金
）
苫
前
小
学

校
（
本
間
博
樹
校
長
）
５
年
生

８
人
、
古
丹
別
小
学
校
（
石
田

正
樹
校
長
）
５
年
生
12
人
が
校

庭
の
水
田
で
稲
刈
り
、
脱
穀
作

業
を
体
験
し
た
。

　

苫
前
町
農
協
青
年
部
（
上
田

卓
司
部
長
）
を
中
心
と
し
て
、

共
済
組
合
苫
前
支
所
、
苫
前
土

地
改
良
区
、
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
対
応
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
田
植
え
か
ら
は

じ
ま
り
、
生
育
調
査
、
穀
類
乾

燥
調
製
施
設
の
見
学
を
し
て
出

荷
ま
で
の
学
習
を
し
て
き
た
。

　

上
田
部
長
は
「
今
年
は
春
先

の
天
候
不
順
の
影
響
が
心
配
さ

れ
た
が
、
思
っ
て
い
た
以
上
の

収
量
が
あ
り
い
い
出
来
だ
」
と

話
し
た
。

　

収
穫
体
験
を
終
え
た
児
童
ら

は
「
楽
し
か
っ
た
。
鎌
の
持
ち

方
を
気
を
付
け
た
」
と
話
し
て

い
た
。

苫
前
小
学
校

古
丹
別
小
学
校

苫
前
小
学
校

古
丹
別
小
学
校
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地域社会貢献事業� まちの施設を整備していただきました

「健康とくらしの調査」を実施します。
　保健福祉課では、国立長寿医療研究センターと共同で、「健康とくらしの調査」を実施します。
　この調査では、介護保険事業計画等の策定のため、高齢者の健康状態や暮らし方などを把握し、介護予防
等に役立てるデータ収集を目的としています。
　アンケート調査用紙をお送りしますので、受け取られた方はぜひご協力をお願いします。

・対象者　要介護認定・要支援を受けていない65歳以上の方
・お問い合わせ　専用フリーダイヤル　0120-900-678（通話無料　平日９:00 ～ 17:00）

町道古丹別西２条線歩道の修繕について ～ （株）和秀
　天谷の沢その３復旧治山工事と天谷の沢小規模治山工
事を実施した株式会社和秀（居原田隆夫代表取締役）が
古丹別西２条線（古丹別保育所前）の歩道の修繕を10月
２日（水）～４日（金）に地域社会貢献事業として実施
しました。
　インターロッキングブロックの沈下による水たまりも
解消し、平らになり歩きやすい舗道になりました。

　ありがとうございました。

町道古丹別南４丁目線歩道の修繕について ～ （株）北建舗道
　一般国道239号苫前町霧立舗装補修外一連工事と北海道
留萌開発建設部管内舗装維持工事を実施している株式会
社北建舗道（野崎寿代表取締役社長）が古丹別南４丁目
線（苫前町公民館横）の歩道の修繕を10月19日（土）に
地域社会貢献事業として実施しました。
　排水桝周辺の舗装の沈下による段差も解消し、平らに
なり歩きやすい舗道になりました。

　ありがとうございました。

札幌エスタ地下１階と商業高校内で物販活動
～苫前商業高等学校全学年によるスマイルウインド事業～

　

10
月
25
日
（
金
）
に
苫
前
商
業
高
等
学
校
（
佐
藤
雅

人
校
長
）全
学
年
25
名
に
よ
る
販
売
実
習
会「
ス
マ
イ
ル
・

ウ
イ
ン
ド
事
業
」
が
札
幌
の
エ
ス
タ
地
下
１
階
（
エ
ス

タ
大
食
品
街
入
口
）
と
校
舎
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
苫
前
町
の
Ｐ
Ｒ
と
特
産
品
の
販
売
活
動

を
併
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
２
・
３
年
生
が
札
幌
、

１
年
生
は
校
舎
で
販
売
実
習
を
し
た
。

　

同
校
生
徒
ら
は
前
日
24
日
（
木
）
に
札
幌
入
り
し
、

市
内
で
チ
ラ
シ
を
配
布
、
一
方
地
元
で
は
、
古
丹
別
地

区
を
中
心
に
各
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
り
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ

た
。

　

25
日
当
日
は
、
朝
８
時
半
よ
り
の
ぼ
り
の
設
置
、
販

売
商
品
の
陳
列
や
価
格
表
を
貼
る
な
ど
の
準
備
を
行

い
、
午
前
10
時
よ
り
販
売
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
古
丹

別
小
学
校
（
石
田
正
樹
校
長
）
２
年
生
も
ポ
ッ
プ
の
デ

ザ
イ
ン
を
し
た
こ
と
か
ら
、
当
日
も
校
舎
に
駆
け
つ

け
、
販
売
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
た
。

　

今
年
の
生
徒
開
発
商
品
は
、
米
粉
を
使
用
し
た
カ
ス

テ
ラ
「
も
ち
も
ち
米べ

い

ベ
ー
」
も
ち
も
ち
の
食
感
が
特
徴
。

　

生
徒
か
ら
は
「
小
麦
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
に
も
食
べ

て
ほ
し
い
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
苫
前
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

販売PRをする生徒たち

学校内での販売の様子
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秋の火災予防運動 ～ 防火パレードを実施 ～

火事・救急は119番！ 北留萌消防組合消防署　苫前支署　TEL　64－2321
古丹別支署　TEL　65－4119

　10月15日から31日までの秋の火災予防運動期間中に、苫前・
古丹別の市街地で防火パレードと車両パレードが行われ火災
予防啓発を実施した。
　苫前地区では 15 日（火）に車両啓発パレード、18 日（金）
に防火パレードを実施。古丹別地区では 16 日（水）に防火パ
レードと車両啓発パレードを実施した。
　防火パレードは女性防火クラブ員、フレッシュミズ部員、
シルバー防火クラブ員、幼年消防クラブ員などが火災予防を
呼びかける元気な声が響いていた。車両啓発パレードでは消
防車両及び危険物安全協会会員が、火災予防を啓発した。

全国統一防火標語
　～ ひとつずつ ｢いいね！」で確認 火の用心 ～

（下）
古丹別市街地で
の防火パレード
の様子

（上）
苫前市街地での
防火パレードの
様子

古丹別中学校文化祭　10月６日（日）
令和に輝け～果てなき行く手の一歩をすばらしいものに～

苫中祭　10月５日（土）
～�　結（ゆい）　～

古丹別小学校学芸会　10月13日（日）
60人で盛り上げろ！～笑顔輝く最高の舞台～

苫前小学校学芸会　10月12日（土）
～とどけよう�67の�輝く夢と感動を～
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１０月１日、町役場の機構改革を実施しました。
　町では、町民の皆さんの行政ニーズを適切に対応するため、総合政策室や商工労働観光課を新設、係
の統合や合理化により効率的に町政運営が行われるように行政組織の見直しを行いました。

〇　課の事務分掌を見直し
・住民生活課に交通安全、防犯、コミュニティ、環境、廃棄物に関する事項を集約。
・教育委員会子ども教育課に子育て支援・相談、こども園などの幼児教育・保育等の事務分掌を移
管し、子ども行政を集約。

〇　事務事業を再配分（主なもの）
①にこにこタクシー、まちなかサロン、いやしふれあい事業→保健福祉課
②結婚祝金、自治会町内会・コミュニティ活動、クリーンアップ、海岸漂着物、防犯灯（街灯）、
男女平等参画→住民生活課
③再生可能エネ、企業誘致、就労支援、外国人受け入れ→商工労働観光課
④住宅・住居、空き家対策→建設課

■町長部局
旧 新

総務財政課（総務係、交通防災係、情報管理係、財政係、経理係、管財係）

職員の人事及び給料に関すること
議会及び行政一般に関すること
交通安全対策に関すること
防災に関すること
地方分権に関すること
町の財政会計に関すること
税外収入に関すること
財産に関すること
他課の所管に属さないこと

総務財政課（総務係、財政係）

議会に関すること
防災、危機管理及び自衛隊に関すること
職員及び組織機構に関すること
予算、決算その他財務会計に関すること
公有財産に関すること
文書及び法規に関すること
情報施策の企画調整に関すること
電子計算機によるシステムの確立に関すること
他課の所管に属さない事項に関すること

企画振興課（地方創生・人口対策係、広報広聴係、商工観光係、結婚サポート係）

振興計画の策定・調整に関すること
統計に関すること
広報及び広聴に関すること
商工業に関すること
観光に関すること

総合政策室（総合政策係）

町長公約等重要施策の推進に関すること
重要施策の企画調整に関すること
総合計画等に関すること
公共交通に関する事項
統計に関すること
広報及び広聴に関すること

税務町民課（おもてなし係、税務係）

町税に関すること
戸籍及び住民基本台帳に関すること
国民健康保険に関すること
苫前町古丹別支所に関すること
国民年金に関すること

住民生活課（住民係、税務係、環境生活係）

総合窓口に関すること
町税に関すること
戸籍及び住民基本台帳に関すること
国民健康保険及び後期高齢者医療保険に関すること
医療給付及び国民年金に関すること
児童手当、児童扶養手当に関すること
苫前町古丹別支所に関すること
環境及び廃棄物に関すること
交通安全及び防犯に関すること
住民組織及び消費生活に関すること
男女平等参画に関すること
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保健福祉課（しあわせ係、けんこう係）

社会福祉に関すること
介護保険に関すること
地域保健に関すること
生活衛生に関すること

保健福祉課（福祉係、保健係）

社会福祉に関すること
介護保険に関すること
地域保健に関すること

農林水産課（農政係、水産林務係）

農林、畜産に関すること
農地に関すること
水産に関すること

農林水産課（農政係、水産林務係）

農業、林業及び水産業に関すること
農地に関すること

商工労働観光課（商工労働観光係）

商工業に関すること。
労働及び就労支援（外国人受入れ含む。）に関する
こと
観光及び公園に関すること
研究機関・企業誘致に関すること
再生可能エネルギーに関すること

建設課（土木係、建築係、管理係、水道係、下水道係、事務係、風力発電係）

道路、河川、その他土木に関すること
住宅及び建築に関すること
簡易水道に関すること
下水道に関すること
風力発電に関すること

建設課（技術係、管理係、風力発電係）

道路、河川、その他土木に関すること
住宅及び建築に関すること
簡易水道に関すること
下水道に関すること
風力発電に関すること

■教育委員会
旧 新

教育委員会管理課（総務係、学校教育係）

教育委員会の庶務に関すること
町立小中学校に関すること
苫前商業高校に関すること

教育委員会子ども教育課（子ども教育係）

教育委員会の庶務に関すること
町立小中学校に関すること
苫前商業高校に関すること
児童・子育て等の支援、相談に関すること
保育、認定こども園、放課後児童に関すること

教育委員会社会教育課（社会教育係、文化スポーツ係、男女共同参画推進係）

生涯学習に関すること
社会教育に関すること
文化財及びスポーツに関すること

教育委員会社会教育課（社会教育係）

生涯学習に関すること
社会教育に関すること
文化財及びスポーツに関すること

■農業委員会
旧 新

（農政係、農地係）

農業委員会の庶務に関すること
農地等の利用関係の調整に関すること
農業者年金に関すること

（農地係）

農業委員会の庶務に関すること
農地等の利用関係の調整に関すること
農業者年金に関すること
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いざんば康健

健　　康
ばんざい

　

冬
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
を
中
心
と
し
た
感
染

症
が
流
行
し
ま
す
。
正
し
い
知
識

と
予
防
行
動
で
健
康
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

（
１
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

感
染
力
は
非
常
に
強
く
、
約
10

人
に
1
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

流
行
の
ピ
ー
ク
は
1
～
２
月
で
、

感
染
を
防
ぐ
に
は
家
庭
や
職
場
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
の
対
策
が
必

要
で
す
。

〈
正
し
い
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
で
、
免
疫
力
を
高
め
る
。

　

食
事
だ
け
で
な
く
、
夏
場
と
同

様
に
水
分
補
給
も
大
切
で
す
。
ウ

イ
ル
ス
は
乾
燥
し
た
状
態
で
活
発

に
活
動
す
る
の
で
、
喉
や
鼻
の
粘

膜
を
潤
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
こ
ま
め
な
手
洗
い
で
感
染
を
防

ぐ
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
手
指
や
食

品
を
介
し
た
接
触
や
、
咳
や
く
し

ゃ
み
な
ど
の
飛
沫
に
含
ま
れ
る
ウ

イ
ル
ス
を
吸
う
こ
と
で
人
に
感
染

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
た
り
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を

す
る
と
き
は
顔
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で

お
さ
え
る
な
ど
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
し
や
す
い
時
期
は
特
に
、

図
の
よ
う
な
正
し
い
手
洗
い
方
法

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
予
防
接
種
を
受
け
る
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
症
す
る

可
能
性
を
減
ら
し
、
も
し
発
症
し

て
も
重
い
症
状
に
な
る
こ
と
を
防

ぎ
ま
す
。
そ
の
年
に
よ
っ
て
流
行

す
る
ウ
イ
ル
ス
の
型
も
変
わ
る
の

で
、
毎
年
定
期
的
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
一
般
的

に
5
か
月
程
度
持
続
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
秋
頃
か
ら
接
種
を

始
め
て
、
ピ
ー
ク
の
時
期
に
効
果

が
出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
接

種
回
数
：
13
歳
以
上
は
1
回
、
13

歳
未
満
は
２
回
）

（
２
）
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
や
熱
へ
の
抵
抗
力
が
あ
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
感
染

力
は
非
常
に
強
い
で
す
。
年
間
を

通
し
て
発
生
し
、
毎
年
11
～
1
月

頃
に
流
行
し
ま
す
。

　

人
の
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し

て
感
染
し
、
嘔
吐
・
下
痢
・
腹
痛

な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
、
一
度
か
か
っ
て
も
何
度
も

感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

〈
正
し
い
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
人
か
ら
の
感
染
を
防
ぎ
、
感
染

を
拡
大
さ
せ
な
い
。

今
月
の
担
当
は 

宮
𥔎
主
任
保
健
師 

で
す

『
知
っ
て
守
ろ
う
！
冬
の
感
染
症
に
つ
い
て
』

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
経
口
感

染
で
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
牡
蠣
な

ど
を
食
べ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

家
庭
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
便

や
嘔
吐
物
に
触
れ
た
手
指
で
食
品

を
扱
い
、
二
次
感
染
を
起
こ
す
こ

と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
手

洗
い
で
手
指
に
付
着
し
て
い
る
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
を
減
ら
す
こ
と
が
有

効
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
と
同
様
に
、
正
し
い
方
法
で
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

頻
繁
に
手
で
触
れ
る
も
の
は
清

潔
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
、
ト

イ
レ
な
ど
、
共
有
で
使
っ
て
い
る

場
所
の
除
菌
や
消
毒
も
大
切
で
す
。

　

家
庭
や
集
団
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

が
発
生
し
た
場
合
、
便
や
嘔
吐
物

を
適
切
に
処
理
し
、
感
染
を
予
防

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
便
や
嘔

吐
物
に
は
大
量
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
必
ず
マ
ス
ク
や
手
袋
を
し
て

素
早
く
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

②
食
品
を
し
っ
か
り
加
熱
し
て
、

食
品
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ
。

　

加
熱
し
て
食
べ
る
食
材
は
中
心

部
ま
で
し
っ
か
り
火
を
通
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
な
板
や
包
丁
な
ど
の
調
理
器

具
、
食
器
、
付
近
な
ど
は
清
潔
に

し
、
熱
湯
（
85
℃
以
上
）
で
1
分

以
上
の
加
熱
消
毒
が
有
効
で
す
。

※
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
も
注

意
！

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
目
や
鼻
、
口

の
粘
膜
か
ら
感
染
し
、
感
染
力
は

非
常
に
強
い
で
す
。
主
に
秋
か
ら

冬
頃
に
流
行
し
ま
す
。

　

発
熱
や
鼻
水
な
ど
風
邪
と
同
じ

よ
う
な
症
状
で
、
大
人
の
場
合
は

軽
い
風
邪
で
済
む
こ
と
が
多
い
で

す
。
小
さ
い
子
（
乳
幼
児
）
の
場

合
は
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
重

症
化
し
や
す
く
、
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
も
な
い
た
め
、
日
常
生
活
で

の
予
防
が
大
切
で
す
。

〈
日
常
か
ら
で
き
る
予
防
方
法
〉

・
手
洗
い
を
徹
底
す
る

・
身
の
周
り
の
も
の
を
こ
ま
め
に

消
毒
す
る

　

ウ
イ
ル
ス
が
お
も
ち
ゃ
な
ど
に

付
着
す
る
と
、
４
～
7
時
間
は
感

染
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
何
で
も
口

に
入
れ
る
の
で
、
家
族
で
風
邪
を

引
い
て
い
る
人
が
い
る
と
き
は
、

特
に
こ
ま
め
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
流
行
の
時
期
は
人
混
み
を
避
け

る・
周
囲
の
大
人
が
風
邪
を
引
い
た

ら
マ
ス
ク
を
着
用

　

軽
い
風
邪
で
も
油
断
せ
ず
、
唾

液
や
鼻
水
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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